令和６年度　当麻町地域おこし協力隊（移住・空き家）募集要項


１　目的
この要項は、当麻町地域おこし協力隊設置要綱（平成29年1月10日要綱第1号）に
定める地域おこし協力隊（以下「協力隊」という。）を導入するため、協力隊の募集及び選考方法について必要な事項を定めることを目的とする。

２　活動地域
当麻町全域

３　活動拠点
当麻町役場

４　活動内容
「地域力の維持・強化に資するため必要な活動」を主な活動とし、下記の活動を実施する。
（１）移住に係る相談・PR活動
（２）移住者と地域をつなぐ活動
（３）空き家所有者及び利活用希望者に係る相談対応や啓発活動
（４）空き家物件の掘り起こしと、所有者へ管理方法や有効活用の提案
（５）空き家を活用した移住推進活動
（６）その他地域活性化に係る活動

５　応募資格
（１）３大都市圏又は地方都市等に在住しており、採用後は当麻町に住民登録を移し、
居住できること
（２）協力隊としての活動期間終了後も当麻町内で定住及び起業又は就業する意欲が
あること
（３）地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当しないこと
（４）心身ともに健康であること
（５）普通自動車免許を有していること
（６）ワード・エクセル等を含むパソコンの基本操作ができること
（７）町民と良好な関係を築く意思があり、当麻町について学ぶ意欲を持っていること

６　募集人数
１名

７　任用形態
当麻町の会計年度任用職員に準ずる


８　勤務時間など
勤務日は原則として土・日曜日を含む週５日とし、２日を週休日とする。勤務時間は原則として午前８時３０分から午後４時３０分（１日７時間、週３５時間）とする。
（ただし、活動内容によっては変動する場合がある。）

９　任用の期間
採用の日から２年間（ただし、必要に応じて１年間任用期間を延長できるものとする。）

10　報酬等
月額　２１０，０００円

11　待遇
（１）社会保険等（健康保険・厚生年金・雇用保険）に加入する（自己負担あり）。
（２）消耗品等の活動に要する経費は、予算の範囲内で当麻町が負担する。
（３）起業・就業に要する経費は、予算の範囲内で当麻町が負担する。
（４）手当は、時間外勤務手当、通勤手当（通勤距離が２km以上の場合に月2,000円）
を支給する。
（５）期末手当は、年２回（６月期及び12月期）支給する。
（６）その他、居住用住宅（月30,000円上限）を支給する。

12　募集方法
当麻町のホームページに掲載する

13　募集期間
令和６年８月１日（木）から令和６年１２月３１日（火）まで

14　選考方法
（１）第１次選考（書類審査）
①履歴書（別紙１）及び②当麻町地域おこし協力隊応募用紙（別紙２）により
審査し選考する。
（２）第２次選考（提案型審査及び面接審査）
提案型審査：テーマ「移住者と空き家をマッチングさせる方法」
[bookmark: _GoBack]第１次選考合格者を対象に随時実施する。

15　選考結果の通知
選考結果については、応募者本人に通知するものとする。
